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令和５年第３回大川市教育委員会（定例会）会議録 

 

令和５年２月２１日、大川市役所第１委員会室において、令和５年第３回教育委員会（定例会）を開

催した。出席者及び会議の経過並びに結果は次のとおりである。 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

開会  １４時００分 

閉会  １５時２０分 

 

２．出席委員の氏名 

教育長  内藤 妙子 

委 員  谷川 朋昭 

委 員  蔵本美保子 

 委 員  今村 秀一 

 

３．欠席委員 

 委 員  一ノ瀬直子 

 

４．事務局等の出席者 

学校教育課長          添田 宗孝 

学校教育課主任教育指導主事   池上 和久 

生涯学習課長          井口 秀成 

学校教育課長補佐        緒方 範子 

学校教育課学務係長       西村勇次郎 

記録者・学校教育課総務係    原島 正敏 

 

５．傍聴者 

なし 

 

６．付議案件 

審議事項 

 （１）大川市小・中学校管理規則の一部を改正する規則の制定について 

 

報告事項 

（１） 学力調査結果について 

（２） 体力テスト結果について 

（３） 文化センター内への大川大木交通安全協会、大川・大木地区防犯協会の事務所移転について 

 

７．教育長の挨拶の要旨 

（１） 台湾バナナの学校給食への寄贈について 

   学校法人グループの神戸学園から、大川市の児童生徒たちへ台湾バナナの寄付があり、本日

感謝状贈呈式を行った。 

（２） 来年度の木の香プランについて 

   『つながる』と『探求』をキーワードに、事務局において作成中。 
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８．議事の大要 

審議事項 
（１）議案第３号 大川市小・中学校管理規則の一部を改正する規則の制定につ

いて 

委 員 

 

事務局 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

委 員 

 

教育長 

説明資料の３ページに目標とあるが、どこが策定しているのか？ 

 

令和４年３月に検討委員会を設置してその中で内容を検討している。 

 

連携することによって、新たに特色を出していくのか？ 

 

これまでの教員相互派遣やあいさつ運動等の他に新たなものも検討している。 

来月実施される県立高校の選抜試験の倍率が発表されているが、筑豊や県南地 

域の県立高校の多くが定員に満たしていない状況が見受けられる。そうした中で、 

長い伝統を持つ大川樟風高校の存続という見地から、どうにかしないといけない 

という危機感が背景にあって、県と市が大川市の活性化になるように検討してい 

る。実際には、来年度の３月から始まるが、今の中学２年生の生徒や保護者 

に連携枠による入学者選抜の説明をしていき、市報等でもお知らせしていかなく 

てはと思っている。 

 

大川樟風高校の魅力を発信していくのも大事だと思う。 

 

大川樟風高校に行きたいと思えるような体験ができたらいいと思う。 

 

市教委としても特色ある教育活動をしていき、大川市の担い手を育てるために 

中高連携してやっていこうという趣旨である。 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

報告事項 （１） 学力調査結果について 

委 員 

 

事務局 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

教育長 

 

A中学校の受験者数が９７人というのは、単に生徒数が少ないだけか？ 

 

そのとおり。 

 

A中学校の理科が良いのはどうしてか？ 

 

理科の先生を中心として授業の工夫をしているのと、テストを大事にする意識（テ

ストで生徒たちに復習させる意識）があるからだと思う。 

 

そういう取組を共有する機会はあるのか？ 

 

学力向上研究発表会などで共有している。 

 

今回の報告では点数に出るが、点数に現れない先生達の頑張りやその学校の文化

の部分もあるので、特定の先生だけが評価されないように子供達の学力を上げて
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委 員 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

いくことが大切だと考えている。 

 

数字で出されると県の平均より上とか下とかに目が行くが、点数に表れないその

子の頑張りや成績で評価されないその子の成長・人間性・自尊感情の高まりなど

がこれだけでは見えない面もあるし、これまでのところで学年や教科の枠を超え

て学校全体で、例えば理数の先生達で研究とかなにか参考になる事や授業の展開

の仕方などについて話し合われると有益になると思う。 

 

今が一番肝心な時だと思っている事が、大川桐薫中学校が３年間県の学力向上拠

点指定を受けて頑張っていただいて、模擬授業などで先生達がお互い切磋琢磨し

て頑張っていただいたが、指定が終わったあとも続くように、先ほど委員が申さ

れたように、理科の得点した要因や授業の進め方などに、学校全体が協議しても

らいたい。県指定を受ける事は大変な事だと思うが、指定が終わった先の事を市

教委としても支援していかないといけないと思っている。 

報告事項 （２） 体力テスト結果について 

教育長 

 

事務局 

令和３年度と４年度の比較と書いてあるが、コロナが流行る前と比べてどうか？ 

 

全国体力・運動能力、運動習慣等調査報告書では、コロナ以前からのデータがあ

って、それによるとコロナの影響があると考えられます。生涯学習課の方で年に

２回される家庭生活習慣の取組と併せてやっていく必要があると思う。 

 

報告事項 
（３） 文化センター内への大川大木交通安全協会、大川・大木地区防犯協会の事

務所移転について 

質問意見なし 

 


